
長久手市部活動検討委員会では、中学校の部活動を地域クラブへ移行していく検討を進めて

います。第 2 回アンケート結果及び現在までの状況についてお知らせします。

〇 中学校の部活動を地域クラブへ
子ども達からは、「通学する中学校には入りたい活動がない」「もっと専門的な指導を受けたい」

「いろいろな体験をしてみたい」との声が聞かれます。今後、長久手市でも様々な変化が予想され、

子ども達のニーズに合った活動を行えなくなる可能性があります。

また、部活動を指導する教員からは、「専門外の部活動を担当しているため、指導に悩んでいる」

「休日の指導を行うために、自分の子どもを保育園に預けている」との声が聞かれます。休日や勤

務時間外に指導する部活動の仕組みは限界に近づいています。

現在の部活動は、社会の変化により、継続することが難しい状況となってきました。子ども達が

これからもスポーツや文化に親しむことができるように、長久手市では休日、学校が担っていた

部活動を地域クラブへ移行することとしました。

〇 子どもや保護者の意見は？
【児童生徒へのアンケート結果】

児童生徒へのアンケート結果から、５３%の児童生徒が参加したいと考えていました。活動した

い種目は以下のとおりとなりました。

【その他】

・ バドミントン

・ ダンス

・ e スポーツ

・ 茶道

・ 硬式テニス

・ 軽音楽

・ カラーガード

・ 柔道

・ 将棋

・ 囲碁

・ ラグビー

等

【保護者アンケートからの意見】

・ 外部指導者による専門的な指導を受けさせたい。

・ 信頼関係ができるような外部指導者との関わりにしてほしい。

・ 子どもが参加しやすい活動場所と時間帯で行ってほしい。

・ 中学校には活動したい部活動がないため、新たな種目をつくってほしい。

・ 子どもが安心して参加できるようにしてほしい。

・ 高額な費用負担は避けてほしい。

・ 送迎などのさまざまな負担をできるだけ少なくしてほしい。

※ アンケート結果の詳細は長久手市ホームページに掲載しています。
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　　地域クラブで活動したい種目は何ですか。

サッカー ソフトテニス バスケットボール

バレーボール 剣道 水泳

卓球 野球 陸上

吹奏楽 文化（競技カルタ） 美術

パソコン その他



〇 長久手市の地域クラブとは？

〇 今後の予定
令和６年９月から休日の部活動を地域クラブへ移行する予定です。移行に向けた今後の予定は

以下のように考えています。

３月ごろ 地域クラブの方向性について、児童生徒及び保護者へ説明会

７～８月ごろ 地域クラブの詳細について、児童生徒及び保護者の方へ説明会

７～８月ごろ 地域クラブへの参加募集

９月 休日の地域クラブ開始

地域クラブへの移行に向けた情報は、市のホームページに掲載していきます。

【新たな地域クラブの方向性】

・ 休日の部活動を令和６年９月から地域クラブへ移行する予定です。

・ 地域クラブは、民間事業者による運営を予定しています。

・ 地域クラブは、各中学校で民間事業者から派遣された専門性のある指導者により指導を行

います。

・ 在学する中学校の生徒が参加できるようにします。（希望する種目が在学する中学校にな

い場合は、他の中学校での活動に参加できます。）

・ 在学している（在学する予定の）中学校の施設（運動場、体育館、特別教室等）で活動しま

す。

・ 土日のどちらか 1 日、祝日に 3 時間程度の活動時間を基本とします。なお、種目によって

活動日時は異なります。

・ 現在、中学校の部活動にある種目以外に、新たな種目の追加を検討しています。

・ 地域クラブは会費制とします。

・ 平日の部活動は、現在の活動を継続し、学校の教員による指導とします。

【長久手市の地域クラブの考え】

「子ども達一人一人が、生涯にわたってスポーツ・文化に親しむことができるよ

うな活動を、地域全体で培っていきたい。」

【児童生徒及び保護者のみなさまへ】

長久手市の地域クラブは、現在の部活動同様に、自由参加制です。地域クラブに所属して、

スポーツや文化に親しむ活動をする選択や、地域クラブに所属せず、自分の学習や趣味を行

う選択もあります。休日に自分自身がどのように時間を使うのか、どのような活動を行うのかを

ご家庭で考えていただきたいと思います。一人一人のニーズに合った活動を選択し、豊かな生

活を送ってほしいと願っています。


